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未来につなぐロータリー 

＜会長の時間＞ 
今やインバウンドの町とも言える高山市で

すがその影響が顕著に現れるようにもなって

きました。昨日風邪のマスクを買いに行った

のですが例のウィルスの影響でコンビニ、薬

局共に完売でした。また、市内のホテルに新

年会に行きましたが従業員さんが全員マスクを着用して接客をし

ていました。それと人手不足で大変な様子が見てとれました。宿泊

業、飲食業等観光業はなかなかリスキーなビジネスです。またその

形態も従来のままとはいかないようです。なんとか知恵を絞って頑

張って持続可能な観光業を目指していただきたいです。 
 

＜幹事報告＞  

◎直前ガバナーより 
・地区記録誌 

＜例会変更＞ 
高  山 … 2月13日(木)は、夜例会のため18：30～に変更   

               

美濃加茂 … 2月28日(金)は、職場訪問例会のため、 

（株）フクシマ化学 に変更   

3月20日(金)は、法定休会（春分の日）のため休会 

＜受贈誌＞ 
高山ＲＣ（会報）、高山中央ＲＣ（会報）、美濃加茂ＲＣ（会報）、 
(株)クマヒラ（抜萃のつゞりその七十九）、台北市松年福祉會（玉 
蘭荘だより）、(株)フジマキネクタイ(2020-2021ロータリーカタ 
ログ) 
 
 

＜出席報告＞ 

 
 
 
 
 

＜本日のプログラム＞   ＣＬＰ検討  会長 遠藤 隆浩 

先週事業仕分けについて4グループにて話し合って頂いた結果を

集計したものをお配りしています。 

 継続有用性についての評価の高かったもの、また他クラブとの兼

ね合いにより廃止は難しい、という評価になった事業についてはこ

れまで通り継続として次期に申し送りを考えております。 

 ここで要検討事業となりましたのが、ソフトミニバレーボールと

インターアクトです。両事業とも入会歴により評価が二分されるこ

ととなりました。 

 社会構造も相まって、両事業とも参加人数が減っており、活発で

あった内容も小さくなりがちです。しかし予算については最盛期と

変わらないままの規模で推移しています。 

次期以降についての考えを、会長エレクト堺さんに伺います。 

 

会長エレクト  堺 和信 
4年前の50周年の記念事業に実施に伴い、
特別会計から多くの支出がなされ、また同
時に多くの会員が退会しています。会予算
はニコニコからの繰り入れを要する赤字が
常態化しており、今期の台北訪問、来期は
55周年、といったさらなる支出が見込まれ

る行事もございます。特別会計が底をつく事態も考慮しなければな
らない状況下において、会員数に見合った事業規模を再構築する必
要があると考えます。 
35 年以上続けてきたソフトミニバレーボール大会、クラブとし

て一定の役割は既に果たしたと考えます。インターアクトも学校側
の状況も変化してきている中で、高校生の例会参加が叶わないとな
れば、クラブとして事業を続ける意義を見出すことは難しいと思わ
れます。どちらもこの機会に廃止すべきと考えます。 
 

以下全体討議における意見 
<ソフトミニバレーボール> 
・継続は力なり、ではある。と同時にロータリーが関わるのは立ち 
上げの３年で良い、とも思う。 

・相手方がある事なので先方の意向もあるが、廃止で良いと思う。 
・大会の参加者数が少なくなっているのは事実。しかし相手方は継 
続希望と思われる。廃止ではなく縮小の方法を検討しては。 

・冠大会を維持する、という事そのものに意義がある。 
・現状のやり方でなく、もっと前向きに活気を取り戻すつもりで。 
・クラブ予算の観点だけでなく、時間や労力の負担について焦点を 
あてるべきである。現状の一部若手会員に負担が偏っている状態 
では継続は難しい 

・ケガの事もあり、チーム参加は今後見送りで良い 
・ケガはどんなスポーツでも付き物で、ソフトミニだからという事 
ではない 

<インターアクト> 
・会員全体で直接関わる機会が少なく成果が見えにくい 
・昨年の遊歩道整備の様な協働事業は対外的評価も高いので続けら 

れれば好循環に繋がる 
・校長との懇親会を止める等して予算圧縮し継続を検討しては 
・学校の協力なくして成立しない。関係性を直視して再検討。 
・両事業とも会員に廃止、継続、縮小の３択を問い方向性を明確に 

 

＜ニコニコボックス＞ 
●遠藤 隆浩さん、垣内 秀文さん 
本日は最終段階のＣＬＰ検討例会となります。先週皆様にグループ 
ディスカッションを行って頂いた結果を基に未来に向けてのクラ 
ブの有るべき姿が見えて来ました。今一度本日の例会で審議してい 
ただきたいと思います。どうかよろしくお願いします。 
●内田 幸洋さん､田中 武さん､下屋 勝比古さん､井上 正さん､ 
黒木 正人さん､大前 克秀さん 

本日は愛妻家の日。日本愛妻家協会なる団体が、本日｢男の帰宅大 
作戦！｣なる計画を発表しています！地球環境もそうですが夫婦環 
境も何かと大変は?!（笑）1月31日の「愛妻の日」は早く帰って 
妻にありがとうとってみようという「男の帰宅大作戦」を展開して 
かれこれ3年になるそうです。ことしはそれに「花」を加えてみよ 
うと提案。花を持って妻にありがとうといってみるのはかなりサス 
ティナブル効果が高そうなので、ひとまず実験してみましょうか?! 

 出席者数 会員数 出席率 

本日 ２６名 ４０名 ６５.００％ 


